
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

 年長組が「みんなで楽しいものを作ろう！」と決めてから、約 3週間。「たのしいゆめのまつがおからんど～

にっぽんいち～」が完成し、たくさんのお客さんに喜んでもらい、先日千秋楽を迎えました！ 

 松丘幼稚園は、毎年、年長のこの時期に、学級や学年の友達と一緒に、一つの目的に向かって考えや力を合わ

せて協力する活動を取り入れ、他者と「協同・協働する力」を育てることを大切にしています。 

 年長組の保護者の皆様には、成果を参観していただきましたが、成果以上に大切な過程について、その一端を

ご紹介します。 

 

 

 

 

 学年で「遊園地のような楽しい松丘ランドに、あったらいいな♪」と思うものを話し合い、6つのグループに

分かれました。始めてみると、みんなの考えを一つにするのは容易ではありません。考えた末、言葉で言えない

イメージや、お互いが考えていることを「これで合ってる？」「こんな感じ？」と確かめるために、各グループで

設計図を描き、イメージを共通にしていきました。担任はだれか一人の意見で進められていないか、何も考えを

伝えていない友達はいないか、ということに気づかせながら、話し合いをサポートします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

たのしいゆめのまつがおからんど 

～にっぽんいち！～ 

               ができるまで・・・ 

 どうやってイメージを伝えよう。そうだ、設計図を描こう！ 

 



 

 

 

いよいよ制作開始です。夢のような素敵なイメージがあっても、一朝一夕には出来上がりません。保護者の皆

さんのご協力で集まったたくさんの材料の中から、イメージに合ったもの、丈夫なものなど条件を満たす材料を

探していきます。そして、慣れない段ボールカッター、ガムテープなどの道具や用具を使いながら、土台を作り

始めました。 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 さあ作ろう！何で作る？どうやって？？ 

 

 
 

 

根気のいる作業ですが、続けていると慣れて手際が良くなり、「おうちの人を乗せてあげよう」の願いに向けて

みんな納得して頑張っていました。 



 

 

 

いよいよ色付け、装飾などイメージを具体的に実現していきます。わくわく感が高まって作業にも一層身が入

ります。 

 

色や模様の付け方にも様々な方法があります。 
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明日も使えるように筆もきれいに。 

さすが年長です！ 

たくさんの貴重な経験を 

しました。 

だんだん出来上がってきてうれしいね！ 

絵の具 

水溶きボンドやのりで 

画用紙に貼り付け 
カラーポリを張り合わせる 

ラメを振りかける 星や生き物を作って貼る マジックで描く 

本物らしく・・・

作り 

そしていよいよ・・・オープンです！！ 

小道具作り 


